愛知県北設楽郡複式カリキュラム作成委員会（算数科）作成
算数科年間指導計画例（平成２１年度）の使用にあたって
１　作成にあたっての基本方針
(1) できる限り、上・下学年が同じ領域の類似な内容で学習できるような指導計画例にする。
(2) 単元や単元の配当時数は、啓林館発行の指導書に準拠する。
(3) 単元の組み合わせや配列にあたっては、指導内容の系列や順序性を損なわないように十分注意する。また、教科書の使用を考え、下巻にある単元（内容）を１学期に指導するような単元の配列はしない。
(4) 年間授業時数は、各学年下表の時数を目安に作成する。
	第１学年
	第２学年
	第３・４学年
	第５・６学年

	　　１３６
	　　１７５
	　　１７５
	　　１７５


２　配慮事項
　　上記の基本方針に基づき、指導計画例を作成したり記述したりする上で、特に配慮した事項は次のとおりである。
(1) 単元の組み合わせでは、上・下学年の授業時数を同程度にする必要から、１単元に複数単元を組み合わせたり、複数単元同士を組み合わせたりした。また、類似内容でも、時数の差で単元の始まりが同時に取り扱えないところがある。
(2) 移行措置期間のため両学年に同内容の学習が含まれているので、同時に学習できるように組んである。そのため、その前の単元で調整をすることが望ましい。
(3) 同単元指導の場合は、指導内容の共通性に着目するなどして、上・下学年に共通な目標を設定してもよいが、その際には、発達段階や学習経験を十分考慮していただきたい。また、同単元であっても、形の上では直接指導と間接指導の繰り返しとなり、自主的に学習できる手立ての工夫が必要である。
(4) 領域が異なったり、類似性が薄かったりするものもあるので、そうした単元では各学校で指導の形態を検討されたい。学年別の指導になる場合は、特に「わたり」や「ずらし」といった授業展開での指導の工夫が大切になる。
(5) 第１学年と第２学年では、学習指導要領に示されている授業時数が大幅に異なるので、留意したい。指導にあたっては、学習素材を共通化したり、間接指導時の第２学年の学習活動が自主的にできるように工夫したりすることが一層必要になる。
(6) 移行措置期間において、第３学年と第４学年では、第４学年の予備時数が少ないので、単元の始めが一緒になるようにしてある所も、配当時数を確実に実施する必要がある。
(7) 各学期の授業時数は、下表のようになる。
	
	１学期
	２学期
	３学期
	合計
	年間授業時数

	第１学年
	　４２
	４５
	　２３
	１１０
	　　１３６

	第２学年
	５５
	６４
	　３１
	１５０
	　　１７５

	第３学年
	　６０
	　５９
	　２９
	１４８
	　　１７５

	第４学年
	　５９
	　７０
	　３５
	１６４
	　　１７５

	第５学年
	　５６
	　６３
	　３３
	１５２
	　　１７５

	第６学年
	　６０
	　６２
	　３３
	１５５
	　　１７５


(8) 移行措置期間にあたり、追加単元には★印、追加事項には追、省略事項には[省]をつけてわかりやすくした。追加内容は、教科書会社の出版する補助教材に従い指導することになる。
(9)「みらいへのつばさ」に時間配当はしていない。
(10) 教科書のページ数は、原則的には記していないが、復習のように同じ名称のものについてと上・下巻が入れ替わるものについては、記すようにした。
